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１．はじめに

「病気やケガなどをした人が
自動車運転はしても大丈夫なの？」

と思われている方も多くいらっしゃると思いますが、
運転を再開する際の手続きなどはご存じでしょうか。

脳障がい（脳血管障がい、頭部外傷、脳腫瘍）など、
道路交通法上の「一定の病気」に該当する方が自動
車運転を再開するには運転免許試験場で適性相談を
受ける事が必要で、場合により、医師による診断書
の提出を求められることがあります。

このパンフレットは病気や障がいのある方が
安全に運転を行えるよう自動車運転に関する情報と
してご活用いただくために作成しました。
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２．自動車運転に関する法律

運転再開にはまず、道路交通法における「運転免許の
取り消し・停止の対象となる一定の病気等」の条件に
該当しないことが前提となります。そのうえで
「認知機能に異常は認められない」、
「明らかな認知機能の低下は認められない」等の確認
が必要です。
この「一定の病気等」と「判断力、記憶力などの認知機能」
について、医師を中心に作業療法士等の医療技術職が
身体機能（運動および感覚機能）および認知機能等の検査を
行います．これらの評価結果をもとに医学的な立場から
「安全な運転が可能な状態かどうか＝運転を控えるべきか否
か」について医師による総合的な判断が行われます。

一定の病気等により自動車運転に支障のある
方は免許の効力の停止や取り消しになる場合が
あると規定されています。

道路交通法第90条、103条

「何人も過労、病気、薬物の影響その他の理由に
より、正常な運転ができないおそれがある状態
で車両等を運転してはならない」と規定されて
います。

道路交通法第66条
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一定の病気とは・・・

・統合失調症
・てんかん
・再発性の失神
・無自覚性の低血糖症
・そううつ病
・その他精神障害
・アルコール中毒
・重度の眠気の症状を呈する睡眠障害
・脳卒中など自動車等の安全な運転に必要な認知、
予測、判断又は操作のいずれかに係る能力を欠く
こととなるおそれがある症状を呈する病気

・ 認知症
※認知症、に関しては、診断が確定した時点で免許の
   保留や停止、取り消しの対象となります。

てんかんに関しては、発作が2年間に起こったこと
がなく、医師が「今後、ｘ年程度であれば発作がお

こるおそれがない」と診断する必要があります。
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３．病気やけがについて

脳障がい（脳血管、頭部外傷、脳腫瘍）後に出現し、自
動車運転に影響を及ぼす症状について

①てんかん
意識を失う、手足の痙攣や脱力、激しい頭痛など。

②視覚障害
視覚がぼやける、物が二重に見える、視野が狭くなる、
右（左）半分が見えにくいなど。

③運動麻痺
手足が動かしにくくなり、操作やアクセル、
ブレーキ操作が上手くできない。

④感覚障害
手足の感覚が鈍くなり、ウインカーの操作やアクセル、
ブレーキを踏む感覚がわからない。

⑤ 認知機能低下
けがや病気によって脳に損傷を負い、日常生活や
社会生活を送る上で、状況に合わせた適切な行動を
とることができなくなる場合がある。

運転中に起こりやすい各障害の特徴を次に示します。
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● 注意障害
集中が続きにくい、同時に２つの事ができない、
会話をしながら運転ができない、安全確認ができない、
歩行者や信号、標識を見落とす。

● 失語
言葉の理解や話すことができないと、トラブルが起きた
ときに状況説明できない。また、道路標識や指示が
理解できない。

● 遂行機能障害
行き先までの道のりを計画して、実行することができない。

● 視空間認知障害
空間や形を正確に捉えられない、左もしくは右半分の
空間が認識できない。センターラインを越える、
左もしくは右側にぶつかりやすくなる。

● 社会的行動障害
行動や感情のコントロールができず、
不愉快なことがあると運転が乱暴になってしまう。

● 病識欠如
自分自身の障害について気が付きにくく、自分では
「運転は問題ない。」と思い、病気の前と同じだと
思って運転する。
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４．運転再開の流れ

7

運転評価をして
くれる医療機関へ
紹介 自動車学校

公安委員会
運転適性相談・臨時適性検査

運転再開

院内評価合格

院内評価も
含めOK

相談

・院内での基本的な評価

（大体2～3日）
⚫関連情報の収集（病歴、既往

歴、運転歴）

⚫医療機関における実車前評価

- 身体機能、視覚機能、日常

生活動作

- 運転に関連する知識

-  神経心理学的検査

●自動車運転シミュレーター

かかりつけ医など



実車前評価（院内評価）

まず、病気になる前の運転状況や運転再開の希望に
関して面接を行います。次に安全な運転が可能かどう
か、必要な身体機能や認知機能が保たれているのか客
観的に判断するために評価を行います。

身体機能は主にハンドル操作やペダル操作に必要な
機能が保たれているのか、認知機能は判断力・注意
力・記憶力が保たれているのか評価を行います。
評価の内容や方法に関しては受診した病院によって異
なります。
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実車前評価（院内評価）

ドライビングシミュレータ
※施設により実施できない場合もあります。

施設にドライビングシミュレータがある場合、
運転評価を中心に使用します。
機器により特徴は異なりますが、評価には反応検査や
模擬市街地走行を組み合わせて実施します。

ドライビングシミュレーターの結果は、
認知機能検査の結果と後述する実車評価と合わせて
安全な運転が可能かを総合的に判断します。
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実車評価（自動車学校にて）

福岡県では県内複数の自動車学校と医療機関が
連携して実車評価を行っています。医療機関で行う
認知機能検査やドライビングシミュレータ等での検査・
訓練の後、実車評価では基本的な操作を中心に認知・予測・
判断・操作について教習指導員と場合により医療従事者が
評価・指導を行います。また、運動麻痺等によりハンドルや
ブレーキ・アクセル操作が困難な場合には、必要に応じて
福祉車両業者等と連携した改造車での実車訓練も行っていま
す。
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左アクセルペダル



5．警察への相談情報
（安全運転相談窓口）

〇対象者
・一定の病気（統合失調症、そううつ病、てんかん、
脳卒中等）にかかっている方。

・身体の障がいにより車両等の改造及び免許条件の
変更又は解除が必要な方。

・加齢や身体機能の低下により運転に不安を
感じる方。
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窓口などのお問い合わせ先及び予約先

窓口での相談をご希望の場合は、下記の試験場へ事前に電話し、相談日
時等の予約をお願いします。

・福岡自動車運転免許試験場
・北九州自動車運転免許試験場
・筑豊自動車運転免許試験場
・筑後運転免許試験場

○運転免許試験場・総合ダイヤル（ナビダイヤル）
0570-029-110

窓口での安全運転相談の予約については、上記の総合ダイヤルからお電
話ください。

○その他のご相談
加齢や身体機能の低下により運転に不安を感じる方及び一定の病気
（統合失調症、てんかん、そううつ病など）にかかっている方、そのご家族
などからの安全運転に関する全国統一番号の相談ダイヤルです。

＃８０８０

https://www.police.pref.fukuoka.jp/kotsu/unshi/024.html#denwa


6．運転免許自主返納に対する
サービス情報

各地域により運転免許自主返納後に受けられる
サービスが異なります。
詳しい内容は福岡県庁ホームページにて
ご覧いただけます。

※「運転経歴証明書」の交付については、
最寄りの警察署交通課や各地区の運転免許試験
場にお問合せください。

福岡県庁 運転免許自主返納 検索
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7．福岡県の相談窓口紹介

もしも病気やケガをした後に、自動車運転に
困っていることがあれば、福岡県内には相談に
乗ってくれる医療機関、自動車学校があります。

もしお困りの方がおられましたら
福岡県安全運転医療連絡協議会の
ホームページをご覧ください。

福岡県安全運転医療連絡協議会 検索
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福岡県安全運転医療連絡協議会事務局
産業医科大学リハビリテーション医学講座内

〒807-8555 北九州市八幡西区医生ヶ丘1-1
TEL： 093-691-7266

E-mail： reha@mbox.med.uoeh-u.ac.jp



～ちょっとメモ～



福岡県自動車運転再開パンフレットVol.1作製
公益社団法人 福岡県作業療法協会

監修 福岡県安全運転医療連絡協議会
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